
 【海外拠点】山口銀行釜山支店、山口銀行青島支店、山口銀行大連支店、山口銀行香港駐在員事務所 

【現地駐在】TMB 銀行(タイ・バンコク)、日本政策金融公庫バンコク駐在員事務所(タイ・バンコク) 

 HD 銀行(ベトナム・ホーチミン)、AGS JOINT STOCK COMPANY (ベトナム・ホーチミン) 
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ＹＭＦＧ 

アジアニュース

ベトナムの概況と進出の魅力について

１．はじめに 

徹底したコロナウイルス対策によって、99 日間にわたり国内新規感染者を防いでいたベ

トナムですが、7 月末に初めての死者が出て以来、8 月 27 日時点で、死亡者 30 名、累計感

染者 1,036 名と、ダナン市（中部都市）を中心に感染が再燃しつつあります。

同市では、再び社会的隔離政策がとられ、飲食店は店内営業のみでなくデリバリーも禁

止となっており、不要不急の外出をした者には罰金を科すなど厳しい措置をとっています。 
ホーチミン市内においても、観光客や出張者の減少により、閉店せざるを得ない店舗も

多く、街中ではシャッターを降ろし、賃貸募集の看板を掲示している店舗（下部写真参照）

が目につくようになりました。以前のように、自由に渡航ができるようになり、再び出張

者や旅行客で街全体が賑わうよう、ワクチンの早期実用化を切に願っています。

さて、今回はベトナムの概況と進出の魅力についてお伝えしたいと思います。

雑貨店が多く建ち並んでいるドンコイ通り【筆者撮影】

2020 年 9月 

【ベトナム駐在員】
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２．ベトナムの概況 
 〇基礎情報（外務省ホームページを参照し筆者作成、人口・GDP は 2018 年数値） 
 ベトナム ASEAN 全体 日本 

面積 32.9 万㎢ 449 万㎢ 37.8 万㎢ 

人口 9,554 万人 6 億 5,390 万人 1 億 2,653 万人 

名目 GDP 総額 2,449 億ドル 2 兆 9,690 億ドル 4 兆 9,709 億ドル 

一人当たり名目 GDP 2,564 ドル 4,540 ドル 39,287 ドル 

 〇ベトナムの特徴 
 毎年高い経済成長率を維持し続けるベトナム経済の大きな転換点は、1986 年に制定され

た「ドイモイ政策」です。この政策により、資本主義経済が導入され、1995 年に ASEAN
への加入、2007 年に WTO に加盟したことで、国際社会への協調化が進むとともに、海外

からの投資も加速化していきました。 
 また、日本の ODA による地下鉄建設（下部写真参照）、タンソンニャット空港の拡張、

新国際空港の建設等、インフラ整備も進んできており、今後もベトナムの経済成長から目

が離せません。 

 
ホーチミン市 1 区オペラ会館前の地下鉄入口【筆者撮影】 
 
３．ベトナム進出の魅力について 
 7 月 17 日に、日本貿易振興機構（JETRO）の海外サプライチェーン多元化等支援事業の

採択事業者が公表されましたが、採択された企業の事業実施国の約半数がベトナムとなっ

ていました。海外進出を考える上で、ベトナムは検討先として外せない国となっていると

言えます。以下、筆者が考えるベトナムの魅力について記載いたします。 
 
・安価で豊富な労働力 
 ベトナムの最低賃金は毎年 5～7％の範囲で上昇していますが、ハノイ市やホーチミン市

といった都市部で 442 万ドン（約 22 千円）/月となっており、中国と比べるとまだ低い水
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準となっています。また、人口が約 9,620 万人（2019 年 4 月末時点）、平均年齢が約 31
歳のベトナムでは、15～64 歳の生産年齢人口が全体の約 70％弱を占めています。 

上記のことから、今後も長期的に安価な労働力の供給が見込めます。 
 
・親日派が多い、日本製品に対する信頼度が高い 
 技能実習生の派遣先として人気の高い日本ですが、帰国したベトナム人に話を聞くと、

また日本に行きたいという声をよく聞きます。真面目で勤勉ですがプライドの高いベトナ

ム人にとって、温和な日本人とは相性が良いのかもしれません。 
また、日本製品は値段が高い分品質が良いと考えられており、所得の向上に伴い、日本

製品への需要も高まっていくのではないでしょうか。 
 7 月末には、無印良品ベトナム 1 号店がホーチミン市にてオープンする等、消費市場とし

ても益々注目が集まっています。 
 
・外資企業誘致のための施策 
 ベトナムはサムスン等の外資企業の進出に伴い成長してきた経緯があることから、外資

企業の進出に対する優遇制度が手厚くなっています。特に、製造業者に対しては、製造拠

点となる工業団地を政府主導で積極的に開発していたり、税金を一定期間減税したりと、

進出しやすい環境であるといえます。 
 
４．おわりに 
 今回は、ベトナムの魅力について書かせていただきましたが、実際に進出する場合には、

ベトナムならではの規制も多く存在します。海外進出に関するご相談・ご要望がございま

したら、先ずはお取引店、または山口フィナンシャルグループ海外戦略部までお気軽にお

問い合わせください。 
（ベトナム駐在員 織田 恭範） 
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